
５ 地 盤 沈 下 調 査



（１) 地盤沈下調査の概要

ア 調査目的

地盤沈下の主な原因は地下水の過剰採取と考えられ、地盤沈下が発生するとその回復は

非常に困難である。このため、県では定期的に水準測量を実施することで地盤沈下の状況

を監視している。

近年の顕著な異常気象等、環境の変化に対応するには地盤変動の広域かつ速やかな把握

が重要であるため、令和２年度から令和５年度は人工衛星画像解析による地盤沈下調査を

導入し、変動状況を観測した。

イ 調査地域

本県における地盤沈下調査は、地下水利用量が多く、地盤に収縮する恐れのある粘土層を有

する下記の６地域を対象に実施する。令和６年度は一級水準測量による調査を西遠地域で実施

した。

○ 沼津・三島地域 沼津市、三島市、清水町、函南町、伊豆の国市、伊豆市（令和４年度）

○ 岳 南 地 域 富士市（令和４年度）

○ 静 清 地 域 静岡市（令和５年度）

○ 大 井 川 地 域 藤枝市、焼津市（令和３年度）

○ 中 遠 地 域 磐田市、袋井市（令和２年度）

○ 西 遠 地 域 浜松市（令和６年度）

ウ 調査方法

上記地域に水準点を設置（昭和 54 年度から 56 年度）し、毎年から８年ごとに一級水準

測量を実施する。

令和２年度から令和５年度は人工衛星の画像データを利用した面的評価方法を加え、調

査対象地域全体の地盤沈下の状況を把握している。

エ これまでの結果

環境省の公表基準である年間 20mm を超える地盤沈下は、平成３年度に旧韮山町北部で

年間 21.6mm の沈下を確認した。

オ 令和６年度の調査結果（西遠）

令和６年度は計 20 地点を測量し、前回調査（平成 28 年度）と比べ５地点が沈下してい

た。

年間最大沈下量は 0.5mm（浜松市南区福塚町）であり、環境省の公表基準となる年間 20mm

以上の沈下は観測されなかった。

カ 人工衛星画像解析によるメリット

・面的な地盤変動量の把握が可能となる

・調査対象面積が拡大する（全県で100k㎡→1,380k㎡）

・調査周期が短縮（３年から８年に１回→３年に１回）し、地盤沈下の早期把握が可能となる。

218



0.2
0.2

0.1

0.1

-0.1

-0.2

-0.2

-0.5
-0.2

0.20.20.9

0.8

0.9

0.9

0.0

0.40.6
0.6

0.3

219



地盤沈下調査結果　　　　(西遠地域)

R2は衛星画像解析結果を利用

水準点 種別 所在地 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6

ハ-1 浜松市中区北寺島町 0 0.9 0.7 -0.3 5.1 -0.8 2.6 -0.5 亡失 亡失 亡失 亡失

ハ-2 　〃　南区米津町 0 2.2 0.4 -4.9 3.6 -2.5 4.5 -1.0 -6.4 -1.3 -4.4 -1.3 -0.2 

ハ-3 　〃　南区新橋町 0 3.8 1.1 -1.2 2.4 欠測 6.0 0.6 -1.8 2.7 -2 1.3 0.2 

0 4.5 5.1 欠測 欠測 欠測

移設 1.4 3.5 5.2 6 6.2 0.8 

0 0.1 -0.8 -1.6 欠測 欠測 6.8

仮移設 -5.5 -2 -1.6 0.9 0.1 

No.30 　〃　南区頭陀寺町 0 0.5 (-23.0) -2.3 3.5 -3.4 -25.0 -10.1 -26.9 -3.7 -2.8 -0.5 -0.1 

0 -3.2 -5.6 -3.3 欠測 欠測 -10.5 -4.6

移設 -4.7 -1.2 -1.8 -0.2 

0 -0.2 -3.0 -3.6 2.9

仮移設 1.3 -2.0 -12.7 -2.6 -1.6 -1.6 -0.2 

No.39 　〃　南区福塚町 0 2.2 (-21.6) -4.9 1.3 1.0 -0.8 -7.0 -11.9 -8.3 -2 -3.7 -0.5 

No.41 　〃　南区白羽町 0 1.1 -4.3 -6.9 0.9 -8.8 -0.1 -10.3 -10.6 -4.7 -1.6 - -

0 0.4 1.4 -3.9 -5.7 欠測 3.0 2.7

移設 0.1 -0.8 0.2 0.0 

No.50 　〃　南区倉松町 0 3.3 1.0 1.1 -2.0 -0.1 2.4 -1.9 -3.1 1.2 -0.4 1.9 0.2 

No.52 　〃　西区入野町 0 6.1 2.9 欠測 欠測 欠測 8.1 5.6 1.3 2.8 1.6 7.2 0.9 

No.54 　〃　西区篠原町 0 4.6 6.2 欠測 欠測 欠測 10.1 1.9 3.3 5 3.6 6.8 0.9 

001-255 一等道路水準点 　〃　中区天神町 0 0.0 0.4 欠測 欠測 欠測 5.5 0.8 -3.4 0.5 -0.4 0.9 0.1 

001－257 一等道路水準点 　〃　中区田町 0.0 -2.4 2.1 -0.4 1.1 0.1 

001－258 　〃　中区成子町 0.0 -1.2 3.3 0.8 - -

001－259 一等道路水準点 　〃　中区森田町 0.0 -2.0 1.5 0 2.1 0.3 

001－260 　〃　南区東若林町 0.0 -1.4 亡失 - -

１４８ 一等水準交差点 　〃　中区常盤町 0 2.1 2.1 欠測 欠測 欠測 4.7 1.9 -1.0 3.2 1.2 1.4 0.2 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

二等水準点 不動点 移設 0.0 0 0 0.0 

１３７４ 二等水準点 　〃　南区東若林町 0 -1.4 2.0 1.4 1.0 1.4 4.4 0.0 7.6 1.3 -0.4 3.5 0.4 

0 4.2 6.5 -0.3 2.3 1.3 6.6 1.5

二等水準点 準基準点 3.9 -1.2 4.5 0.6 

１３７６ 二等水準点 　〃　西区篠原町 0 3.1 2.3 欠測 2.9 -1.2 5.5 1.5 1.2 3.5 2.4 4.6 0.6 

001-265 　〃　西区篠原町 0 3.3 5.1 欠測 欠測 欠測 11.3 1.6 2.7 3.5 5.2 6.8 0.9 

※No.30、No.39はS59年調査時、付近で下水道工事実施 No.38は上に屋根があり、使用不能のため、平成5年に仮移設 R6はH28からの変動量

NO.28は亡失のため、H12に仮設金属標を設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前回調査年からの変動量（mm)
年間変動量
(mm)
H28～R6

ハ-4 　〃　南区篠原町

No.28 　〃　南区三和町

No.32 　〃　南区安松町

No.38 　〃　南区三島町

No.48 　〃　中区西伊場町

１３７３
不動点

　〃　中区東伊場町

１３７５ 　〃　南区増楽町
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＜参考資料＞

１ 県内における近年の観測結果（各地域における年間沈下量の最高値）

２ 全国の地盤沈下状況(環境省調べ)

令和５年度の調査によると全国で年間４cm 以上沈下した地域はなく、年間２cm 以

上沈下した地域は６地域（埼玉県関東平野、千葉県関東平野南部、千葉県九十九里平

野、神奈川県県央湘南、新潟県柏崎、佐賀県筑後・佐賀平野）であった。

調査地域
観測データ（単位：mm）及び調査時期

H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

沼津・三島 4.0 2.7 3.3 3.1

岳 南 3.8 4.3

静 清 1.7 1.0 1.0

大井川 2.6 2.4

中 遠 2.5 1.1

西 遠 0.9 0.5
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